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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、オリゴチオフェンを基盤とした分子設計・合成からの有機エレクトロニクス材料の開発およびそれらの
設計指針を提供するものである。目的の達成のために構造物性化学からの視点だけでなく、分子間の相互作用をコン
トロールし固体状態での性質を超分子的相互作用により制御できる機能的な分子設計を取り入れた合成研究を展開
している。得られた主な成果を要約すると次の通りである。 
⑴ 高効率な光誘起分子内電子移動を引き起こすオリゴチオフェン・フラーレン二成分連結系を合成し、薄膜型光電
変換素子（有機太陽電池）への応用に成功している。光電流発生と分子特性の相関を明らかにすることで有機エ
レクトロニクス材料開発に求められる設計指針を提案している。 
⑵ 直鎖状オリゴチオフェンにフラーレンを複数導入した多成分連結系の開発研究を展開し、光電変換素子の高性能
化に成功している。一連の素子からはドナー・アクセプター連結系としては高い変換効率が示され、その素子性
能と分子構造の相関を見出している。 
⑶ 超分子的相互作用によって電荷輸送経路を構築する有機素子材料の創製を目指して、デンドリマー型に拡張した
オリゴチオフェンの開発に成功している。この化合物は溶液・固体の両状態においてπスタックを伴う会合状態
を自発的に形成することを確認している。また電界効果トランジスター（FET）への応用を試みており、自己会
合による正孔輸送性を有するネットワークが確実に構築されていることを証明している。 
⑷ デンドリマー型オリゴチオフェンとフラーレンを組み合わせた連結系による両性輸送材料の開発を検討してい 
る。FET を用いた実験によって巨大なデンドリマー間での相互作用が正孔および電子輸送ネットワークの形成に
大きく寄与していることを示している。また系統だった分子構造から素子性能との密接な関連性についての知見
を与える結果である。 
 以上のように、本論文は次世代エレクトロニクス材料開発に向けて、実験的知見をもとにした有機合成による分子
開発について述べている。分子構造とそれらを用いた電子デバイスの性能の相関を比較検討した例はほとんど無く、
本論文における有機合成からの機能材料開発は構造物性研究と材料化学との融合の観点から重要な研究分野である
と位置づけられる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
